
現
在
は
戦
車
の
性
能
も
五
十
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
性
能
を
生
か
す
技
術
も
、
戦
闘

時
の
操
作
も
皆
従
事
す
る
隊
員
の
精
神
と
技
術
能
力
に
よ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
結
局
、
基
礎
と
な
る
教
育
で
あ
る
こ
と
は
、
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
七
十
余
年
の
人
生
の

中
で
、
そ
の
骨
格
を
な
し
た
も
の
の
一
つ
は
、
約
三
年
に
お
よ

ぶ
軍
隊
生
活
、
軍
隊
教
育
、
戦
場
で
の
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
し
、
毎
年
の
戦
友
会
で
も
会
え
る
先
輩
や
戦
友
と
の
語
り

合
い
が
、
我
が
人
生
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

歩
兵
第
八
十
二
連
隊
（
討
部
隊
）

仏
印
ラ
ン
ソ
ン
要
塞
攻
撃
　 

富
山
県
　
伊
東
八
郎
　 

私
は
大
正
十
一
年
二
月
四
日
、
現
在
の
黒
部
市
古
郷
堂
と
い

う
所
で
農
林
業
を
営
む
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
十
七

年
徴
集
兵
と
し
て
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
で
あ
り
ま
し
た
。
当

時
、
富
山
連
隊
と
言
わ
れ
た
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
は
第
九
師
団

の
隷
下
で
満
州
駐
屯
で
し
た
。
第
二
十
一
師
団
の
第
八
十
二
連

隊
は
支
那
か
ら
北
部
仏
領
印
度
支
那
に
あ
り
、
ま
た
歩
兵
第
六

十
九
連
隊
は
第
五
十
二
師
団
隷
下
と
し
て
南
方
へ
転
出
す
る
の

で
し
た
。

私
が
入
営
し
た
の
は
元
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
の
兵
舎
で
、
部

隊
名
は
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
第
一
機
関
銃
中
隊
で
あ
り
ま
し
た
。

同
年
兵
は
た
し
か
三
〇
〇
人
く
ら
い
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
教
育
の
ま
ま
内
地
出
発
で
、
教
育
は
現
地
で

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

十
八
日
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
へ
上
陸
。
北
陸
と
違
っ
た
暖
か
い

所
だ
と
感
じ
な
が
ら
金
邊
と
い
う
所
へ
着
き
、
直
ち
に
出
発
。

二
十
日
泰
仏
印
国
境
を
通
過
し
、
翌
二
十
一
日
タ
イ
国
首
都
バ

ン
コ
ク
着
、
六
月
二
十
五
日
、
我
々
の
転
属
先
で
あ
る
第
二
十

一
師
団
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
の
駐
屯
す
る
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
港

に
上
陸
し
、
同
連
隊
の
第
二
機
関
銃
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
、
我
々
は
一
ヵ
月
間
、
幹
部
候
補
生
と
一
緒
に
教
育

を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

連
隊
は
第
一
大
隊
が
サ
イ
ゴ
ン
、
第
二
大
隊
は
タ
イ
、
第
三

大
隊
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。
私
の
第
二
機
関
銃
隊
は



重
機
関
銃
と
、
九
二
式
歩
兵
砲
二
門
を
持
つ
大
隊
砲
小
隊
の
編

成
で
あ
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
正
規
の
初
年
兵
教
育
は
仏
印
で

は
な
く
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
で
十
月
十
三
日
、
無
事
一
期
の

検
閲
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
従
っ
て
一
等
兵
進
級

は
十
月
一
日
付
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
地
勤
務
者
は
大
体
、

入
営
三
ヵ
月
間
で
一
期
を
終
了
す
る
の
で
す
が
、
我
々
は
外
地

教
育
の
た
め
六
ヵ
月
半
か
か
っ
た
の
で
あ
り
、

気
候
に
も
馴
れ
、

厳
し
い
教
育
に
も
耐
え
て
一
生
懸
命
に
夢
中
で
勤
務
を
い
た
し

ま
し
た
。

そ
れ
が
上
司
に
認
め
ら
れ
た
の
か
、
班
長
や
人
事
掛
か
ら
呼

ば
れ
、
下
士
官
候
補
に
な
れ
と
い
う
推
め
が
あ
り
ま
し
た
。
私

も
当
時
の
戦
局
を
薄
々
知
っ
て
お
り
ま
し
た
し
、
家
の
方
も
兄

が
後
継
ぎ
で
も
あ
る
し
、

私
の
体
も
頑
強
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

お
国
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
頼
り

に
し
て
い
た
兄
は
海
軍
で
、
昭
和
十
九
年
八
月
五
日
、
ソ
ロ
モ

ン
の
海
戦
で
戦
死
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
、
そ
ん
な
予
想

は
少
し
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
月
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
、
仏
印
サ
イ
ゴ
ン
で
師
団
の

下
士
官
集
合
教
育
が
あ
り
、
終
了
直
後
の
二
十
一
日
、
南
方
軍

下
士
官
候
補
者
隊
に
入
隊
の
た
め
サ
イ
ゴ
ン
を
出
発
し
ま
し
た
。

二
十
二
日
金
邊
着
、
二
十
七
日
同
地
出
発
、
昭
和
十
九
年
一
月

一
日
馬
来
（
マ
レ
ー
）
の
ポ
ー
ト
デ
ク
ソ
ン
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
の
先
）
着
、
一
月
十
日
南
方
軍
下
士
官
候
補
者
隊
入
隊
と
い

う
、
年
末
も
正
月
も
無
い
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
い
日
程
で
あ
り

ま
し
た
。

下
士
官
候
補
者
教
育
中
の
二
月
一
日
、
同
隊
第
二
機
関
銃
中

隊
付
と
な
り
、
四
月
一
日
付
で
兵
長
に
進
級
し
ま
し
た
が
、
そ

の
教
育
は
、
兵
の
範
と
な
る
技
術
、
体
力
、
学
力
を
十
ヵ
月
間

で
養
成
、
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
寸
暇
を

惜
し
ん
で
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
戦
勝
国
で
は
日
本

軍
の
下
士
官
の
優
秀
な
こ
と
を
認
め
て
く
れ
て
お
り
ま
す
の
は
、

候
補
者
隊
の
教
育
の
成
果
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
し
、
下
士
官

上
が
り
の
准
尉
や
将
校
は
軍
務
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
理

由
が
、
こ
れ
ら
教
育
に
よ
る
も
の
だ
と
、
教
官
か
ら
教
え
ら
れ
、

私
も
努
力
を
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
か
、
私
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
の
に
、
次
の
様
な

賞
詞
を
全
南
方
軍
中
多
数
の
卒
業
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
授
与
さ

れ
る
と
い
う
光
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。



賞

詞

南
方
軍
下
士
官
候
補
隊

候
補
者
　
伊
東
八
郎

右
の
者
　
本
校
在
学
中
学
術
成
績
特
に
優
秀
な
り

依
っ
て
時
計
一
個
を
賜
り
茲
に
賞
詞
を
與
ふ

昭
和
十
九
年
十
月
十
日

南
方
方
面
軍
総
司
令
官
　
陸
軍
大
将
　
寺
内
寿
一

昭
和
十
九
年
十
月
卒
業
後
、
帰
隊
の
た
め
マ
ラ
イ
・
泰
国
境

を
通
過
、
十
五
日
泰
仏
印
国
境
通
過
し
ま
し
た
が
、
当
時
既
に

南
方
各
地
、
特
に
ビ
ル
マ
戦
線
は
極
め
て
悪
化
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
私
の
帰
路
も
必
ず
し
も
安
穏
な
行
程
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

印
度
支
那
の
河
内
に
着
い
た
の
は
、
十
二
月
十
四
日
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
に
帰
隊
申
告
し
、
第
二
機

関
銃
中
隊
（
第
二
大
隊
）
付
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
二

月
一
日
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
同
日
付
陸
軍
伍
長
に
任

官
し
ま
し
た
。
中
隊
長
も
大
隊
長
も
連
隊
長
か
ら
も
、
私
が
賞

詞
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
連
隊
の
名
誉
と
、
過
分
の
御
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
感
激
し
、
い
よ
い
よ
軍
務
に
励
む
こ
と

を
内
心
誓
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
原
隊
に
復
帰
す
る
間
に
南
方
の
情
況
が
悪
化
し
て
い
る

こ
と
は
先
程
申
し
ま
し
た
が
、
仏
印
の
事
情
も
重
大
な
時
期
に

き
て
い
た
の
を
、
新
任
の
下
士
官
で
あ
る
私
ら
に
は
判
る
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の
時
態
は
急
激
に
変

化
し
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
は
連
合
軍
に
降
伏
し
、
仏
領
印
度
支
那

の
仏
軍
の
日
本
軍
に
対
す
る
態
度
が
悪
く
な
っ
て
き
た
の
も
当

然
で
し
た
。

当
時
、
仏
軍
の
兵
力
は
約
九
万
人
（
う
ち
仏
人
と
外
人
部
隊

に
属
す
る
兵
力
二
万
人
、
現
地
人
兵
力
七
万
人
）
で
あ
り
、
我
々

の
部
隊
第
二
十
一
師
団
駐
屯
の
北
部
に
は
全
仏
軍
の
半
分
、
四・

五
万
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
、
後
に
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
様

な
状
況
の
も
と
で
、
日
本
軍
は
短
期
間
に
仏
印
軍
を
制
圧
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
三
月
か
ら
発
起
し
た

「
明
号
作
戦
」

の
作
戦
計
画
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
な
に
し
ろ
日
本
軍
の
兵
力
は
仏
印
軍
の
二
分
の
一
で
し
た

の
で
、
で
き
れ
ば
武
力
で
な
く
日
仏
協
力
の
調
印
を
と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
し
た
。



日
本
軍
は
和
戦
両
案
で
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
は
仏
軍
を
、

奇
襲
か
強
襲
に
よ
っ
て
武
装
解
除
さ
せ
る
作
戦
を
取
り
、
決
行

の
日
ま
で
外
交
交
渉
を
し
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
（
後
日
決
行

後
上
層
の
部
隊
長
か
ら
聞
き
ま
し
た
）

。

決
行
の
日
は
三
月
九
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
我
々
の
歩
兵
第

八
十
二
連
隊
は
、
九
日
の
夜
、
行
動
開
始
の
命
令
を
受
け
、
ハ

ノ
イ
の
シ
タ
デ
ル
兵
営
攻
撃
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
連
隊
は

日
没
と
と
も
に
駐
屯
地
を
出
発
し
、
あ
ら
か
じ
め
指
示
さ
れ
て

い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
目
標
に
向
い
、
奇
襲
に
よ
っ
て
仏
印
軍

司
令
部
地
区
を
占
領
し
、
仏
軍
司
令
官
を
捕
虜
と
し
ま
し
た
。

兵
営
地
区
に
お
い
て
も
、
仏
印
軍
師
団
司
令
部
そ
の
他
数
個
所

を
占
領
し
、
シ
タ
デ
ル
兵
営
の
壁
に
達
し
ま
し
た
。（
防
衛
庁

戦
史
室
の
公
刊
戦
史
に
よ
る
）

私
た
ち
、
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
第
二
大
隊
の
シ
タ
デ
ル
兵
営

の
攻
撃
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
そ
の
日
は
公
刊
戦
史
に
あ
る
如

く
、
昭
和
二
十
年
三
月
九
日
で
し
た
。
私
は
第
二
大
隊
第
二
機

関
銃
中
隊
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

シ
タ
デ
ル
兵
営
の
北
方
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
ル
ー
ジ
ュ
河
に

近
い
兵
舎
に
大
隊
本
部
、
第
七
中
隊
、
第
八
中
隊
、
第
二
機
関

銃
中
隊
（
私
は
分
隊
長
と
し
て
参
加
）
が
待
機
、
第
五
中
隊
は

旧
連
隊
本
部
付
近
家
屋
で
戦
備
を
整
え
ま
し
た
。
第
六
中
隊
は

連
隊
直
轄
と
な
り
、
師
団
司
令
部
警
備
に
任
じ
て
い
ま
し
た
。

各
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
言
、
遺
髪
等
の
準
備
も
お
え
、
最
後

の
水
盃
を
し
ま
し
た
。
覚
悟
を
新
た
に
し
て
直
ち
に
出
撃
で
き

る
態
勢
に
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
時
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
連
隊
本

部
よ
り
電
話
が
あ
り
「
（
仏
印
と
の
和
平
）
交
渉
決
裂
、
計
画

に
基
づ
き
攻
撃
開
始
」
の
命
令
で
し
た
。
我
々
は
待
機
さ
せ
て

あ
っ
た
自
動
車
に
分
乗
し
、
一
部
は
駆
足
で
勇
躍
前
進
し
ま
し

た
。
約
十
分
間
、
ガ
ー
ド
手
前
で
下
車
し
て
直
ち
に
散
開
。

攻
撃
部
署
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
示
さ
れ
た
と
お
り
各
々
は
そ

の
態
勢
を
と
り
ま
し
た
。

敵
は
未
だ
察
知
し
て
な
い
よ
う
で
す
。

第
八
中
隊
配
属
と
な
っ
た
我
々
の
機
関
銃
小
隊
、
大
隊
砲
隊
、

機
関
銃
指
揮
中
村
中
尉
、
大
隊
砲
指
揮
宇
治
原
中
尉
、
第
八
中

隊
は
、
所
定
の
位
置
に
展
開
し
て
攻
撃
開
始
で
す
。

中
隊
主
力
は
右
よ
り
、
第
二
小
隊
は
左
よ
り
白
刃
を
奮
っ
て

突
入
。
瞬
時
に
し
て
騎
兵
隊
兵
舎
を
占
領
し
ま
し
た
。
中
隊
は

一
丸
と
な
っ
て
更
に
前
進
し
、
敵
第
一
号
兵
舎
側
背
に
迫
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
堅
固
な
城
壁
に
突
き
当
た
り
、
登
る
た
め
の



梯
子
を
準
備
中
に
敵
の
応
射
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
空
軍
司

令
部
方
向
か
ら
の
側
防
重
機
関
銃
が
猛
威
を
振
る
い
、
そ
れ
に

加
え
て
城
壁
越
し
に
手
榴
弾
の
攻
撃
を
受
け
苦
戦
中
で
あ
り
ま

し
た
。

本
間
隊
長
は
、
爾
後
の
重
火
器
追
随
を
考
え
、
工
兵
隊
に
城

壁
の
爆
破
を
、
ま
た
、
古
野
歩
兵
砲
小
隊
に
射
撃
準
備
を
命
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
敵
の
側
防
重
機
関
銃
は
依
然
と
し
て
激
烈

な
火
を
噴
き
続
け
て
い
た
の
で
、
大
隊
砲
は
、
宇
治
原
中
尉
、

森
田
班
長
、
奈
田
兵
長
、
増
山
上
等
兵
、
吉
田
上
等
兵
、
二
塚

上
等
兵
、
宮
下
一
等
兵
、
舟
瀬
一
等
兵
、
瀬
崎
上
等
兵
（
負
傷
）

等
に
よ
り
攻
撃
を
開
始
、
一
番
砲
手
増
山
上
等
兵
は
戦
死
し
ま

し
た
。
私
は
、
測
量
器
携
帯
、
森
田
班
長
の
先
に
立
っ
て
、
負

傷
し
た
宇
治
原
中
尉
の
手
当
を
し
ま
し
た
。

機
関
銃
小
隊
は
、
大
隊
砲
小
隊
と
共
に
戦
火
し
、
開
発
伍
長

が
負
傷
し
、
更
に
本
間
隊
長
も
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。
十
六
時
頃
、

我
が
軍
の
損
害
を
返
り
見
ぬ
猛
攻
に
よ
り
仏
印
軍
は
降
伏
、
白

旗
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
我
が
軍
は
兵
舎
の
城
壁
内
に
入

城
し
ま
し
た
が
、
其
処
此
処
に
多
数
の
負
傷
者
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
総
督
官
邸
占
領
の
中
隊
本
部
に
合
流
、

数
日
後
、
梅
が
原
（
第
一
大
隊
）
対
空
監
視
の
た
め
、
千
葉
軍

曹
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
闘
に
お
け
る
第
八
中
隊
の
損
害
は
、
戦
死
者
所
美
一

中
尉
外
二
十
四
人
、
外
に
、
機
関
銃
、
大
隊
砲
、
工
兵
隊
戦
死

者
八
人
。

な
お
歩
兵
第
八
十
二
連
隊
が
シ
タ
デ
ル
兵
営
攻
撃
で
戦
死
さ

れ
た
方
々
は
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。本

部
―
一
人
。
歩
兵
砲
隊
―
八
人
。
第
一
中
隊
―
三
人
。

第
二
中
隊
―
五
人
。
第
三
中
隊
―
一
一
人
。
第
四
中
隊
―
六

人
。

第
一
機
関
銃
中
隊
―
四
人
。
第
五
中
隊
―
一
三
人
。

第
七
中
隊
―
四
人
。
第
二
機
関
銃
中
隊
―
九
人
。

第
九
中
隊
―
八
人
。
第
十
一
中
隊
―
八
人
。

第
十
二
中
隊
―
五
人
。
第
三
機
関
銃
中
隊
―
三
人
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
仏
印
軍
↓
第
三
十
八
軍
は
、
計
画
に
基

づ
き
、
北
部
、
中
部
、
南
部
の
各
集
団
を
攻
撃
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
我
が
連
隊
長
は
、
敵
の
降
伏

に
伴
い
、
第
二
、
第
三
大
隊
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
武



装
解
除
、
兵
器
、
弾
薬
、
資
材
の
集
積
、
治
安
の
維
持
を
命
じ
、

第
一
大
隊
を
ハ
ノ
イ
市
郊
外
周
り
の
監
視
部
隊
を
残
し
て
、
主

力
を
も
っ
て
次
期
作
戦
（
掃
討
戦
）
を
準
備
さ
せ
ま
し
た
。

連
隊
は
他
部
隊
の
後
を
受
け
て
北
部
仏
印
の
越
南
独
立
同
盟

（
ベ
ト
ミ
ン
）
な
ど
の
討
伐
に
任
じ
て
い
ま
し
た
。
仏
印
の
北

東
端
の
門
海
に
作
戦
が
あ
り
ま
し
た
の
で
犠
牲
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
私
は
ベ
ト
ミ
ン
の
討
伐
に
行
っ
て
い
て
参
加
し
て
い

ま
せ
ん
。

終
戦
前
の
作
戦
、
七
月
二
十
七
日
の
戦
闘
で
す
が
、
小
銃
を

携
行
し
、
歩
兵
砲
隊
古
野
中
尉
は
、
歩
兵
砲
隊
、
第
二
機
関
銃

中
隊
、
通
信
隊
、
乗
馬
小
隊
か
ら
若
干
名
宛
選
抜
し
た
隊
を
率

い
て
、
チ
ー
ソ
ン
バ
ク
ェ
に
い
る
ベ
ト
ミ
ン
の
ゲ
リ
ラ
を
攻
撃

の
た
め
前
進
中
、
敵
か
ら
不
意
に
射
撃
を
受
け
て
散
開
し
、
ベ

ト
ミ
ン
を
包
囲
攻
撃
し
撃
退
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
闘
で
乗
馬
小

隊
の
西
村
繁
則
上
等
兵
（
富
山
出
身
）

、
第
二
機
関
銃
中
隊
塚

村
一
男
上
等
兵
（
滋
賀
出
身
）
が
戦
死
し
ま
し
た
。
敵
の
戦
利

品
を
石
炭
運
搬
の
貨
車
に
積
み
、
帰
還
の
途
中
イ
エ
ン
ク
ン
で

ベ
ト
ミ
ン
に
襲
撃
さ
れ
、
貨
車
の
上
か
ら
も
狙
撃
を
受
け
、
苦

戦
を
し
ま
し
た
が
、
漸
く
反
撃
に
転
じ
こ
れ
を
撃
退
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
戦
闘
で
乗
馬
小
隊
の
酒
井
孝
治
一
等
兵
（
富
山
出
身
）

戦
死
。
指
揮
官
で
あ
る
古
野
中
尉
も
負
傷
、
隊
長
の
後
は
、
通

信
隊
の
軍
曹
が
指
揮
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
負
傷
者
が
数

人
お
り
ま
し
た
。
私
は
、
千
葉
軍
曹
外
山
田
上
等
兵
の
八
人
の

仲
間
と
行
動
を
と
り
、
連
隊
副
官
に
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
闘
の
後
、
私
は
師
団
司
令
部
勤
務
と
な
り
、
終
戦
時

に
は
命
令
に
基
づ
い
て
書
類
等
の
焼
却
も
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

仏
印
軍
の
兵
力
は
日
本
軍
の
力
よ
り
少
な
く
、
力
も
劣
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
。
特
に
独
立
軍
や
、
北
部
か
ら
の
中
国
の
共
産
党

の
軍
隊
も
入
っ
て
来
て
、
む
し
ろ
、
仏
印
の
軍
隊
は
日
本
軍
に

対
し
独
立
軍
を
攻
撃
す
る
よ
う
命
じ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
我
々
は
北
部
へ
集
結
し
ま
し
た
が
、
監
視
す
る
仏
印
軍

は
少
な
い
か
ら
、
収
容
所
へ
馬
の
手
入
れ
の
た
め
出
入
り
は
自

由
で
し
た
。

日
本
軍
は
仏
印
軍
に
負
け
て
は
い
な
い
の
で
、
物
資
は
多
く

保
管
し
て
い
て
、
日
本
軍
自
身
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
後
に

北
部
の
国
境
を
越
え
て
中
国
の
正
規
軍
が
、
わ
ら
じ
履
き
、
菅

傘
姿
で
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
軍
に
対
し
て
は
あ
ま
り
文



句
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仏
軍
の
弾
薬
庫
の
警
戒
は
、
仏
軍

か
ら
頼
ま
れ
て
日
本
軍
が
警
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

各
中
隊
は
中
隊
毎
に
集
結
し
、
自
ら
警
備
し
て
い
た
し
、
本

部
は
総
督
本
部
へ
移
っ
て
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ミ
ン
と
の
交
流
は

あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
し
た
し
、
戦
犯
も
あ
ま
り
無
か
っ
た

よ
う
で
し
た
。
我
々
も
市
内
で
抑
留
の
噂
は
あ
り
ま
し
た
が
、

現
地
住
民
と
日
本
軍
と
は
仲
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
、
い
よ
い
よ
復
員
の
た
め
ハ

イ
フ
ォ
ン
港
を
出
発
、
名
古
屋
港
に
上
陸
し
ま
し
た
が
、
浦
賀

へ
行
っ
た
船
は
伝
染
病
（
コ
レ
ラ
）
の
た
め
滞
留
し
た
と
聞
き

ま
し
た
か
ら
、
私
た
ち
は
運
が
良
か
っ
た
の
で
す
。

四
月
二
十
六
日
、
名
古
屋
か
ら
家
へ
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し
ま
し

た
。
兄
が
ソ
ロ
モ
ン
海
で
戦
死
し
た
こ
と
は
、
マ
レ
ー
の
下
士

官
候
補
者
学
校
の
時
、
航
空
便
で
知
り
ま
し
た
。
家
の
他
の
者

は
健
在
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
農
業
の
主
力
で
し
た
が
、
町

の
役
員
を
や
る
こ
と
が
多
く
、
行
政
関
係
、
農
業
団
体
役
員
を

し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
に
は
市
制
と
な
り
ま
し
た
。

五
町
歩
あ
っ
た
田
圃
が
農
地
解
放
で
二
町
歩
取
ら
れ
ま
し
た
が
、

戦
後
は
苦
労
な
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

歩
兵
第
八
十
二
連
隊
の
部
隊
略
歴

昭
和
十
三
年
四
月
軍
令
陸
甲
第
二
一
号
に
よ
り
編
成
を
命

ぜ
ら
れ
、
第
八
師
団
管
区
に
於
い
て
、
右
の
如
く
編
成
を
完
結

す
。七

月
十
日
　
　
　
連
隊
本
部
、
弘
前
に
於
い
て

四
月
二
十
七
日
　
第
一
大
隊
、
青
森
に
於
い
て

四
月
二
十
八
日
　
第
二
大
隊
、
秋
田
に
於
い
て

行
動
の
概
要
及
び
そ
の
日
時

九
月
　
六
日
　
　
支
那
派
遣
の
た
め
大
阪
港
出
発

九
月
十
二
日
　
　
天
津
に
到
着
、
第
一
一
〇
師
団
の
隷
下

に
入
り
同
地
付
近
警
備
討
伐

昭
和
十
四
年

一
月
十
日
　
　
　
第
二
十
一
師
団
長
の
隷
下
に
復
帰

一
月
十
三
日
　
　
徐
州
到
着
、
引
き
続
き

自
一
月
十
四
日
　
至
二
月
十
四
日

徐
海
地
方
の
警
備
討
伐

自
二
月
十
五
日
　
至
三
月
十
五
日

蘇
北
作
戦
参
加
後
、
江
蘇
省
准
陰
県
に



駐
屯
同
地
付
近
警
備
討
伐

昭
和
十
六
年
四
月
十
三
日
　
中
原
作
戦
参
加
の
た
め
、
准
陰

出
発
、
山
西
省
太
原
に
至
る

五
月
一
日
―
五
月
十
五
日
　
中
原
作
戦
参
加

五
月
二
十
二
日
　
軍
令
陸
甲
一
五
号
に
依
り
編
成
改
正
下

令
せ
ら
る

六
月
十
八
日
　
　
河
北
省
易
県
易
州
に
到
着
、
第
一
一
〇

師
団
と
警
備
を
交
代
、
警
備
討
伐

七
月
十
六
日
　
　
編
成
を
完
結
す

十
月
二
十
九
日
　
第
二
次
魯
南
剿
共
作
戦
参
加
、

十
一
月
二
十
八
日
　
南
方
転
進
の
た
め
青
島
に
集
結
す

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
日
　
転
進
の
た
め
青
島
港
出
発

二
月
三
日
　
　
　
印
度
支
那
海
防
上
陸

二
月
十
一
日
　
　
西
貢
に
進
駐
、
同
時
警
備
、
こ
の
間
一

部
泰
国
警
備

昭
和
十
九
年
四
月
十
二
日
　
西
貢
出
発

四
月
十
九
日
　
　
河
内
に
移
駐
同
地
付
近
警
備

昭
和
二
十
年
三
月
九
日

対
仏
印
軍
作
戦
（
明
号
作
戦
五
月
十
九
日
）
に
参
加
す

八
月
十
四
日
　
　
停
戦
後
鴻
基
付
近
集
結

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
四
日

内
地
帰
還
の
た
め
海
防
港
を
出
発
―
主

力

四
月
二
十
四
日
　
名
古
屋
港
に

五
月
一
日
　
　
　
一
部
は
浦
賀
港
に
上
陸
、
解
散

復
員
時
の
総
兵
力
　
　
　
　
三
、
三
三
二
人

内
入
院
患
者
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
人

内
生
死
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
人

編
成
以
来
の
死
没
者
　
　
　
　
　
六
五
九
人

初
代
　
連
隊
長
　
　
　
陸
軍
大
佐
　
堀
井
富
太
郎

第
二
代
連
隊
長
　
　
　
陸
軍
大
佐
　
大
岩
実

第
三
代
連
隊
長
　
　
　
陸
軍
大
佐
　
岡
田
梅
吉

第
四
代
連
隊
長
　
　
　
陸
軍
大
佐
　
江
川
励

明
号
作
戦
参
加
の
兵
力

仏
印
軍
の
兵
力
と
配
置

配

置
北
部
集
団
（
長
　
サ
バ
チ
ェ
少
将
）



ト
ン
キ
ン
州
四
・
五
万
人

中
部
集
団
（
長
　
テ
ュ
ル
カ
ン
中
将
）

ア
ン
ナ
ン
・
ラ
オ
ス
　
一
万
人

南
部
集
団
（
長
　
デ
ル
シ
ュ
ッ
ク
中
将
）

ユ
ー
チ
シ
ナ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
　
三
・
五
万
人

右
の
他
約
五
、
○
○
○
人
　
推
定
の
保
安
隊

日
本
軍
兵
力

第
三
十
八
軍
隷
下
部
隊

第
二
十
一
師
団
（
長
　
三
国
直
福
中
将
）

第
三
十
七
師
団
（
長
　
長
野
祐
一
郎
中
将
）

独
立
混
成
第
三
十
四
旅
団
（
長
　
永
野
亀
一
郎
少
将
）

独
立
混
成
第
七
十
旅
団
（
長
　
小
田
正
人
少
将
）

第
三
十
八
軍
司
令
官
の
指
揮
下
部
隊

第
二
師
団
（
長
　
馬
奈
木
敬
信
中
将
）
主
力

第
四
師
団
（
長
　
木
村
松
治
郎
中
将
）
一
部

第
二
十
二
師
団
（
長
　
平
田
正
判
中
将
）

こ
の
う
ち
編
成
定
員
近
い
兵
力
は
第
二
十
一
師
団
の
み
。

第
三
十
七
師
団
は
半
数
。
第
二
師
団
は
歩
兵
一
連
隊
基

幹
。

第
二
十
二
師
団
は
南
支
に
て
作
戦
中
。

独
混
第
三
十
四
旅
団
は
二
大
隊
欠
。

独
混
第
七
十
旅
団
は
編
成
未
完
結
で
あ
っ
た
。

五
月
十
五
日
を
も
っ
て
一
応
、
明
号
作
戦
は
終
結
し
た
の
で
第

三
十
八
軍
の
土
橋
軍
司
令
官
は
、
次
期
作
戦
準
備
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
シ
ナ
統
治
に
取
り
組
ん
だ
。

司
令
官
は
統
治
の
初
め
に
あ
た
り
、
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
に
代

わ
っ
て
統
治
を
始
め
る
こ
と
を
住
民
に
強
く
印
象
づ
け
、
ま
た

日
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
住
民
を
虐
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
こ
と
を
一
般
に
感
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
当
時
、
住
民
一
般
、

特
に
貧
民
階
級
を
苦
し
め
て
い
た
「
人
頭
税
」
を
廃
止
す
る
第

一
号
布
告
を
出
し
た
。

次
い
で
総
督
府
の
運
営
を
正
当
に
す
る
た
め
各
職
員
に
、
法

令
、
そ
の
他
の
研
究
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
自
ら
、
次
の
三
つ

の
問
題
を
研
究
処
理
を
し
た
。

一
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
回
収
問
題

六
月
十
四
日
、
越
南
政
府
は
旧
フ
ラ
ン
ス
領
を
回
収
す
る
旨

宣
言
。
し
か
し
、
ク
メ
ー
ル
国
王
は
コ
ー
チ
シ
ナ
の
大
部
は
自

ら
の
所
領
で
あ
る
と
の
異
議
も
あ
り
、
ま
た
、
八
月
十
五
日
、



日
本
軍
降
伏
の
た
め
コ
ー
チ
シ
ナ
の
回
収
問
題
は
立
ち
消
え
と

な
る
。

二
、
行
政
機
関
の
三
国
へ
の
移
譲

通
貨
の
発
券
銀
行
で
あ
る
印
度
支
那
銀
行
と
税
関
を
除
く
ほ

か
は
、
逐
次
三
国
に
移
譲
し
、
他
は
三
国
の
実
体
を
強
化
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
。

三
、
イ
ン
フ
レ
の
抑
制

貧
乏
で
あ
っ
た
の
は
三
国
だ
け
で
な
く
、
日
本
軍
も
同
じ
で

あ
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
日
本
の
軍
票
は
使
用
せ
ず
、
軍
所

要
の
経
費
は
毎
年
仏
印
側
と
協
議
の
う
え
、
ピ
ア
ス
ト
ル
を
仏

印
側
か
ら
借
り
て
い
た
。
従
っ
て
そ
の
額
は
裕
福
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

南
方
軍
司
令
部
が
サ
イ
ゴ
ン
に
来
て
か
ら
は
、
印
度
支
那
銀

行
が
軍
の
手
に
収
め
ら
れ
た
の
で
、
土
橋
軍
司
令
官
は
イ
ン
フ

レ
の
防
止
の
た
め
極
力
通
貨
の
放
出
を
避
け
て
い
た
の
で
、
大

き
い
イ
ン
フ
レ
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
様
に
し
て
印
度
支
那
は
南
方
の
う
ち
で
も
比
較
的
安
穏

な
う
ち
に
終
戦
処
理
が
で
き
た
。




